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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
運

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
９
９
４
Ｉ

【
作
者
名
】

　
ワ
ー
グ
ナ
ー

【
あ
ら
す
じ
】

　
謎
の
時
間
・
・
・
。
目
覚
め
た
瞬
間
の
恐
怖
・
・
・
。
一
体
こ
こ
は
・
・
・

？



2

プ
ロ
ロ
ー
グ

誰
も
が
知
っ
て
い
る
運
試
し
。

パ
チ
ン
コ
、
く
じ
引
き
、
あ
み
だ
、
ル
ー
レ
ッ
ト
な
ど
様
々
だ
。

ス
リ
ル
が
あ
っ
て
と
て
も
良
い
。

一
度
す
る
と
、
止
め
ら
れ
な
く
も
の
凄
く
楽
し
い
。

し
か
し
・
・
・
。

今
、
史
上
最
凶
最
悪
の
運
試
し
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
・
・
・
。
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第
１
話
　
時

「
・
・
・
。
」

「
・
・
・
。
」

「
・
・
・
。
」

現
在
、
俺
達
は
賭
け
を
し
て
い
る
。

ど
の
球
が
出
る
か
に
よ
っ
て
賞
金
が
決
ま
る
運
の
勝
負
だ
。

『
２
６
番
！
！
』

「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
！
」

「
ち
ぇ
っ
、
ま
た
お
前
が
当
た
っ
た
の
か
よ
・
・
・
。
」

「
つ
ま
ん
ね
ぇ
～
。
」

当
た
っ
た
山
本
輝
義
は
興
奮
し
な
が
ら
賞
金
を
受
け
取
り
に
行
っ
た
。

や
ま
も
と
　
て
る
よ
し

一
方
、
俺
｛
緒
方
健
一
｝
と
、
小
野
明
は
ま
た
し
て
も

お
が
た
　
け
ん
い
ち

お
の
　
あ
き
ら

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
負
け
た
。
こ
れ
で
３
連
敗
。

一
万
円
も
掛
け
て
い
た
の
に
こ
れ
じ
ゃ
あ
大
損
だ
。

し
ば
ら
く
す
る
と
賞
金
３
万
５
千
円
を
手
に
入
れ
た
山
本
が
戻
っ
て
き
た
。

「
お
前
ら
本
当
に
運
無
い
な
！
！
」

「
「
う
る
せ
ぇ
！
！
」
」

・
・
・
と
は
言
っ
た
も
の
の
、
内
心
は
悔
し
か
っ
た
。

俺
は
４
月
で
高
校
２
年
生
に
な
る
。

俺
達
３
人
は
、
小
・
中
・
高
と
同
じ
高
校
。

３
人
と
も
成
績
ギ
リ
ギ
リ
で
高
校
２
年
生
に
進
学
出
来
た
。

俺
達
は
短
い
春
休
み
中
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
、
は
ま
っ
て
い
る
。
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す
る
と
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
る
。

『
皆
さ
ん
今
日
は
Ｓ
Ｐ
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
！
！
』

そ
の
瞬
間
、
客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
聞
こ
え
た
。

耳
を
ふ
さ
い
で
も
、
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
キ
ー
キ
ー
声
で
叫
ぶ
客
達
。

『
で
は
、
地
下
１
階
へ
来
て
く
だ
さ
い
！
！
』

「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
イ
エ
ー
イ
！
！
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」

続
々
と
、
客
が
地
下
に
入
っ
て
い
く
。

俺
達
、
３
人
も
地
下
へ
向
か
う
。

そ
の
時
、
緒
方
が
入
る
の
が
最
後
だ
っ
た
。

す
る
と
、
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
・
・
・
。

ど
う
い
う
こ
と
だ
・
・
・
？

俺
が
地
下
に
入
る
と
店
員
が
地
下
へ
の
入
口
を
閉
め
た
。

そ
し
て
、
地
下
へ
降
り
て
い
っ
た
。

こ
の
時
、
緒
方
達
は
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
地
獄
の
始
ま
り
だ
っ
た
こ
と
を
・
・
・
。
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第
２
話
　
謎
の
時
間

全
員
が
地
下
に
入
っ
た
所
で
司
会
者
が
挨
拶
を
す
る
。

「
よ
う
こ
そ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
！
！
そ
れ
で
は
」

司
会
者
が
指
が
パ
チ
ン
と
鳴
ら
す
。

す
る
と
、
部
屋
が
真
っ
暗
に
な
っ
た
。

ざ
わ
つ
く
俺
達
。

・
・
・
あ
れ
？

意
識
が
遠
の
い
て
い
く
・
・
・
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
ん
？

・
・
・
こ
こ
は
？
ど
こ
だ
？

Ｆ
と
描
か
れ
た
狭
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
屋
に
俺
を
含
め
、
１
０
人
が
倒
れ
て

い
る
。

そ
の
後
、
他
の
人
々
も
目
を
覚
め
た
。
。

よ
く
見
る
と
小
野
と
山
本
が
い
な
い
。

ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。
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「
お
い
お
い
、
ど
こ
だ
！
こ
こ
！
！
」

赤
い
髪
の
男
が
そ
う
言
う
。

「
ざ
け
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
ぞ
！
！
」

長
身
で
、
短
髪
の
男
が
言
う
。

「
と
、
と
に
か
く
出
よ
う
ぜ
。
」

そ
う
言
い
、
お
と
な
し
そ
う
な
少
年
が
そ
う
言
う
。

少
年
は
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
る
。
し
か
し
、
押
し
て
も
引
い
て
も
開
か
な
い
。

「
チ
ッ
！
」

そ
う
言
い
、
ド
ア
を
蹴
っ
た
。

「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
・
・
・
。
」

俺
が
そ
う
言
う
。

「
「
「
「
「
そ
ん
な
ぁ
～
！
！
」
」
」
」
」

女
子
５
人
組
が
そ
う
叫
ん
だ
。

見
た
目
中
学
生
ぐ
ら
い
。
お
そ
ら
く
不
良
だ
ろ
う
。

５
人
組
は
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
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す
る
と
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
変
な
音
が
す
る
。

「
な
ん
だ
！
？
」

ハ
ー
フ
っ
ぽ
い
彼
が
そ
う
言
う
と
全
員
が
ス
ピ
ー
カ
ー
に
注
目
し
た
。

『
Ａ
～
Ｚ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
ー
！
！
』

Ａ
～
Ｚ
・
・
・
。
つ
ま
り
、
１
部
屋
１
０
人
。
つ
ま
り
、
２
６
０
人
が
店
の
中

に
い
た
の
か
・
・
・
。

『
Ｓ
Ｐ
ゲ
ー
ム
へ
よ
う
こ
そ
！
！
』

・
・
・
。
さ
っ
き
の
奴
の
声
だ
。

『
今
か
ら
あ
な
た
達
に
は
ゲ
ー
ム
を
し
て
も
ら
い
ま
す
！
！
』

ゲ
ー
ム
？

『
次
の
部
屋
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
！
！
』

そ
う
言
う
と
、
ド
ア
の
鍵
が
カ
チ
リ
と
開
い
た
。

１
番
近
く
に
い
た
赤
い
髪
の
少
年
が
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
る
と
簡
単
に
ド
ア

は
開
い
た
。

１
０
人
は
こ
の
部
屋
か
ら
出
た
。

す
る
と
、
１
～
１
０
ま
で
書
か
れ
た
床
が
そ
れ
ぞ
れ
半
径
１
ｍ
ず
つ
の
大
き
さ

が
あ
る
。
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何
だ
ろ
う
？

『
皆
さ
ん
、
１
～
１
０
ま
で
の
数
字
の
床
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず
つ
立
っ
て
く
だ

さ
い
！
！
』

訳
が
分
か
ら
な
く
、
１
０
人
は
ず
っ
と
立
ち
尽
く
す
。

『
早
く
し
て
く
だ
さ
い
！
！
Ｆ
グ
ル
ー
プ
さ
ん
！
！
』

慌
て
て
、
１
０
人
は
移
動
す
る
。

俺
は
３
番
。
赤
い
髪
の
少
年
は
２
番
。

ハ
ー
フ
っ
ぽ
い
彼
は
９
番
。
お
と
な
し
い
っ
ぽ
い
少
年
は
４
番
。

長
身
で
短
髪
の
男
は
６
番
。
女
子
５
人
組
は
、
１
、
５
、
６
、
７
、
８
を
選
ん

だ
。

『
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
！
！
』

そ
う
言
っ
た
そ
の
時
だ
っ
た
。
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第
３
話
　
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

突
然
パ
カ
ッ
と
い
う
音
が
聞
こ
え
た
。

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

「
き
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
！
」

「
ひ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
！
！
！
」

突
然
、
１
、
４
、
８
の
床
が
開
き
、
３
人
は
奈
落
の
底
に
落
ち
て
い
っ
た
。

７
人
は
驚
き
で
声
が
出
な
か
っ
た
。

『
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
か
？
皆
さ
ん
♪
』

「
ざ
け
ん
な
！
！
こ
ん
な
所
出
て
行
っ
て
や
る
！
！
」

赤
髪
が
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
る
・
・
・
が
し
か
し
、
出
ら
れ
な
い
。

「
畜
生
！
！
」

赤
髪
が
ド
ア
を
蹴
る
。

『
皆
さ
ん
に
は
こ
の
後
も
楽
し
い
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
！
！

第
二
ス
テ
ー
ジ
へ
ど
う
ぞ
！
！
』

奥
の
ド
ア
の
鍵
が
カ
チ
ャ
リ
と
音
を
立
て
、
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
る
。
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女
子
５
人
組
中
２
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
３
人
は
う
な
だ
れ
て
い
る
。

泣
き
声
が
部
屋
中
に
響
き
わ
た
る
。

「
行
く
し
か
・
・
・
無
い
の
か
・
・
・
。
」

ハ
ー
フ
っ
ぽ
い
彼
が
そ
う
言
う
。

「
だ
ろ
う
な
。
」

長
身
で
短
髪
が
冷
静
に
言
う
。

「
生
き
残
る
に
は
運
次
第
。
ま
さ
に
、
生
死
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
・
・
。
」

こ
い
つ
の
言
う
通
り
か
も
し
れ
な
い
。

向
こ
う
が
何
の
目
的
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
は
確
か
だ
。

７
人
は
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
次
の
部
屋
へ
行
っ
た
。

次
の
部
屋

「
な
ん
だ
こ
れ
・
・
・
。
」

短
髪
が
そ
う
言
う
の
は
無
理
も
無
い
。

こ
の
部
屋
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
、
壁
、
天
井
、
だ
っ
た
。

窓
も
無
い
。
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こ
の
部
屋
で
は
ど
ん
な
事
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

緒
方
の
不
安
は
積
も
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
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第
３
話
　
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
（
後
書
き
）

遅
く
な
り
ま
し
た
・
・
・
。
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最
終
話
　
破
壊
光
線
（
前
書
き
）

適
当
に
終
わ
ら
せ
ま
す
。
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最
終
話
　
破
壊
光
線

す
る
と
、
突
然
、

「
死
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！
！
！
」

「
え
？
」

チ
ュ
ド
ガ
ガ
ガ
ッ
ガ
ッ
ガ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！

「
な
、
な
ん
だ
？
爆
発
し
て
い
く
ぞ
！
！
」

「
喰
ら
う
が
良
い
！
！
」

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
～
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
止
め
ろ
～
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
ど
、
ど
う
な
っ
て
ん
だ
？
」

俺
は
、
た
だ
唖
然
と
し
て
い
た
。

「
次
は
、
貴
様
の
番
だ
！
！
」
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「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
・
・
・
・
・
。
」

俺
の
意
識
が
途
切
れ
た
・
・
・
。
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最
終
話
　
破
壊
光
線
（
後
書
き
）

う
ん
こ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

運
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